
 

   
 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

   

   
  

 

   
  

 

   

   

(％表示は、対前期増減率) 

 

   

 

平成24年３月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕(連結)
平成24年２月１日

上 場 会 社 名 株式会社テレビ東京ホールディングス 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 9413 URL http://www.txhd.co.jp

代  表  者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名) 島田 昌幸
問合せ先責任者 (役職名) 経理局長 (氏名) 後藤 浩士 (TEL)03-5473-3001

四半期報告書提出予定日 平成24年２月９日 配当支払開始予定日 －

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 有

四半期決算説明会開催の有無    ： 有 ( アナリスト、機関投資家及び報道関係者向け )

(百万円未満切捨て)

１．平成24年３月期第３四半期の連結業績（平成23年４月１日～平成23年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年３月期第３四半期 81,710 2.5 2,328 △18.2 2,675 △12.2 1,192 △62.7

23年３月期第３四半期 79,724 ― 2,848 ― 3,048 ― 3,194 ―

(注) 包括利益 24年３月期第３四半期 1,802百万円(△46.7％) 23年３月期第３四半期 3,382百万円( ―％)

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

24年３月期第３四半期 44.32 ―
23年３月期第３四半期 139.54 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

24年３月期第３四半期 84,869 62,143 71.3
23年３月期 86,682 61,420 69.1

(参考) 自己資本 24年３月期第３四半期 60,505百万円 23年３月期 59,878百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年３月期 ― 10.00 ― 25.00 35.00

24年３月期 ― 10.00 ―

24年３月期(予想) 10.00 20.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

・当社は平成22年10月１日に株式移転により設立された共同持株会社であるため、23年３月期第２四半期
末の配当金は完全子会社である株式会社テレビ東京における金額であります。

３．平成24年３月期の連結業績予想（平成23年４月１日～平成24年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 109,992 2.5 2,350 3.3 2,691 0.8 1,750 △35.0 65.04

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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４．その他

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 24年３月期３Ｑ 28,779,500株 23年３月期 28,779,500株

② 期末自己株式数 24年３月期３Ｑ 1,872,393株 23年３月期 1,872,553株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年３月期３Ｑ 26,907,196株 23年３月期３Ｑ 22,891,781株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりませ

ん。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・当社は、平成22年10月１日に株式会社テレビ東京、テレビ東京ブロードバンド株式会社及び株式会社Ｂ

Ｓジャパンにより、認定放送持株会社による経営統合を目的とした、共同株式移転の方法による共同持

株会社として設立されました。設立に際し、株式会社テレビ東京を取得企業として企業結合会計を適用

しているため、前第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）の連結経営

成績は、取得企業である株式会社テレビ東京の前第３四半期連結累計期間の連結経営成績を基礎に、テ

レビ東京ブロードバンド株式会社及び株式会社ＢＳジャパンの平成22年10月１日から平成22年12月31日

までの連結経営成績を連結したものとなります。

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、決算

短信（添付資料）４ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。
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当社は、㈱テレビ東京、テレビ東京ブロードバンド㈱及び㈱ＢＳジャパンにより、認定放送持株会

社による経営統合を目的として、平成22年10月１日付で、共同株式移転の方法による共同持株会社と

して設立されました。 

当社の前第３四半期連結累計期間の連結経営成績は、取得企業である㈱テレビ東京の前第３四半期

連結累計期間の連結経営成績を基礎に、テレビ東京ブロードバンド㈱及び㈱ＢＳジャパンの平成22年

10月１日から平成22年12月31日までの連結経営成績を連結したものであり、当第３四半期連結累計期

間との単純な比較ができませんので、前年同期との対比は行っておりません。 

当第３四半期連結累計期間（平成23年４月～12月）の日本経済は、東日本大震災の影響による厳し

い状況から徐々に回復傾向にあり、景気の持ち直しに期待できる環境が整いつつあります。その一方

で、電力供給の制約、原子力災害の影響に加え、欧州の政府債務危機による海外景気の下振れや為替

レートの変動などによって、景気を下押しするリスクが徐々に強まってきており注視が必要な状況で

す。 

 このような状況で、当社グループの連結売上高は817億１千万円、営業利益は23億２千８百万円と

なりました。また、経常利益は26億７千５百万円、四半期純利益は11億９千２百万円となりました。

セグメントごとの業績は以下のとおりです。 

  

(地上波放送事業) 

放送収入のうちタイム収入は、レギュラー部門でのアニメ番組やＧＨ帯の新番組セールスが低調

で、結果として364億２千８百万円となりました。スポット収入は、東日本大震災の影響があったも

のの、７月以降は市況の回復が進み171億３千９百万円となりました。タイム・スポットトータルで

は、535億６千７百万円となりました。ＢＳ等収入は、10億２千１百万円でした。  

 番組販売収入は、10月からの新番組「～どうぶつ冒険バラエティ～ワンダ！」「水曜ミステリー

９」が順調に売上を伸ばしたものの、「開運！なんでも鑑定団」の再放送休止や、ローカル局への売

上が好調だった番組の終了が影響し、34億８千３百万円となりました。 

 ソフトライツ収入のうち、一般番組では、「マジすか学園２」「ゴッドタン」等のＤＶＤ販売が好

調でした。また、ＩＴ関連でも、「虎ノ門市場」「ＷＥＢ広告」収入等が堅調に推移しました。アニ

メ事業では、「ＮＡＲＵＴＯ」「遊戯王」「ＢＬＥＡＣＨ」の主力番組による海外販売を中心に堅調

に推移しましたが、国内市況の冷え込みなどが影響し、全体としてソフトライツ収入は、79億７千万

円となりました。 

 イベント収入は、フィギュアスケートの「ジャパンオープン2011」「カーニバル・オン・アイス

2011」が開催されたことなどから、全体として７億８千３百万円となりました。 

 一方で、営業費用全体では、672億４千万円となりました。 

 以上の結果、地上波放送事業の売上高は668億２千６百万円、営業損失は４億１千３百万円となり

ました。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報
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(放送周辺事業) 

通信販売関連では、㈱テレビ東京ダイレクトの売上高が「モーニングテレショップ」の９月終了に

より減少しましたが、10月から始まった「７スタＬＩＶＥ」のテレビ通販売上が好調だったほか、従

来より放送している「ものスタＭＯＶＥ」も堅調に推移しました。これにより㈱テレビ東京ダイレク

トの売上高は60億７千１百万円となりました。 

 また、ＣＳ放送関連では、㈱エー・ティー・エックスの加入者数が12月末時点で15万件を突破し順

調に伸びているほか、アニメ番組「メタルファイト ベイブレード」や「ジュエルペット」等のライ

ツ売上も堅調に推移し、売上高は34億７千１百万円となりました。 

音楽出版関連では、「創聖のアクエリオン」の印税収入が好調だったことから、㈱テレビ東京ミュ

ージックの売上高は27億４千８百万円となりました。 

 以上の結果、放送周辺事業の売上高は246億２千５百万円、営業利益は19億６千９百万円となりま

した。 

  

(ＢＳ放送事業) 

 放送収入は、震災の影響もありましたが、通販番組を含むレギュラー番組をはじめ、タイム収入、

スポット収入ともに堅調に推移しました。番組販売収入は、「だいすけ君が行く！！ポチたま新ペッ

トの旅」等のローカル局への売上が好調でした。 

 一方、費用面では、番組の充実を図るために10月から「暮らしに役立つ！家電の学校」「Ｍｕｓｉ

ｃ Ｔｒａｖｅｌ」等のレギュラー番組をスタートさせたことによる番組制作費の増加がありまし

た。 

 以上の結果、ＢＳ放送事業の売上高は57億円、営業利益は10億１千１百万円となりました。 

  

(インターネット・モバイル事業) 

 インターネット・モバイル事業では、既存のフィーチャーフォン向け有料会員数の減少が続く一方

で、メーカー向けにカーナビゲーション用コンテンツの提供やアバターなどのアイテム課金販売が好

調でした。また、スマートフォンの急速な普及拡大にあわせ、アプリケーション開発などスマートフ

ォン向けサービスの拡充を積極的に行いました。 

 以上の結果、インターネット・モバイル事業の売上高は15億５千６百万円、営業利益は１億３百万

円となりました。 
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(資産) 

流動資産は531億２千５百万円となっております。主な内訳は、現金及び預金が204億２千５百万

円、受取手形及び売掛金が202億１千２百万円であります。 

固定資産は317億４千３百万円となっております。主な内訳は、有形固定資産が167億７千２百万

円、投資有価証券が83億６千６百万円であります。 

  

(負債) 

流動負債は180億８千１百万円となっております。主な内訳は、未払費用が80億１千８百万円、支

払手形及び買掛金が27億７百万円であります。 

固定負債は46億４千４百万円となっております。主な内訳は、退職給付引当金が32億５千万円であ

ります。 

  

(純資産) 

純資産は621億４千３百万円となっております。 

  

業績予想につきましては、平成23年11月２日に公表いたしました平成24年３月期の通期の数値を修正

しております。詳細につきましては平成24年２月１日公表の「2012年３月期 通期連結業績予想の修正

に関するお知らせ」をご覧ください。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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２．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 26,407 20,425

受取手形及び売掛金 18,975 20,212

制作勘定 8,501 10,443

商品 77 84

貯蔵品 13 23

未収還付法人税等 3 951

その他 1,635 1,083

貸倒引当金 △91 △98

流動資産合計 55,523 53,125

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 7,783 7,429

その他（純額） 8,838 9,342

有形固定資産合計 16,621 16,772

無形固定資産

のれん 1,467 1,207

その他 755 860

無形固定資産合計 2,222 2,068

投資その他の資産

投資有価証券 7,719 8,366

その他 4,725 4,662

貸倒引当金 △130 △125

投資その他の資産合計 12,314 12,903

固定資産合計 31,159 31,743

資産合計 86,682 84,869

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,126 2,707

短期借入金 100 2,600

未払費用 7,970 8,018

未払法人税等 489 256

賞与引当金 1,269 247

その他 2,566 4,251

流動負債合計 15,522 18,081

固定負債

長期借入金 5,000 －

退職給付引当金 3,232 3,250

役員退職慰労引当金 31 31

資産除去債務 394 350

その他 1,082 1,011

固定負債合計 9,739 4,644

負債合計 25,261 22,726
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 10,000 10,000

資本剰余金 20,686 20,685

利益剰余金 32,767 33,018

自己株式 △3,126 △3,126

株主資本合計 60,327 60,578

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △386 △0

為替換算調整勘定 △61 △71

その他の包括利益累計額合計 △448 △72

少数株主持分 1,542 1,637

純資産合計 61,420 62,143

負債純資産合計 86,682 84,869
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
四半期連結損益計算書
第３四半期連結累計期間

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)

売上高 79,724 81,710

売上原価 56,628 58,484

売上総利益 23,095 23,226

販売費及び一般管理費

人件費 4,947 5,270

賞与引当金繰入額 73 80

退職給付費用 223 248

役員退職慰労引当金繰入額 90 9

代理店手数料 10,050 10,547

貸倒引当金繰入額 4 7

賃借料 948 979

減価償却費 336 363

その他 3,572 3,390

販売費及び一般管理費合計 20,247 20,897

営業利益 2,848 2,328

営業外収益

受取利息 10 26

受取配当金 98 137

為替差益 22 9

持分法による投資利益 11 62

受取賃貸料 50 34

保険解約返戻金 － 61

その他 73 52

営業外収益合計 266 384

営業外費用

支払利息 62 26

金利スワップ解約損 － 10

その他 3 1

営業外費用合計 65 38

経常利益 3,048 2,675

特別利益

固定資産売却益 － 0

投資有価証券売却益 － 3

負ののれん発生益 1,654 －

段階取得に係る差益 518 －

特別利益合計 2,172 4

特別損失

固定資産売却損 0 －

固定資産除却損 20 13

投資有価証券売却損 113 －

投資有価証券評価損 258 97

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 435 －

ゴルフ会員権評価損 － 14

減損損失 － 103

段階取得に係る差損 718 －

特別損失合計 1,547 229

税金等調整前四半期純利益 3,673 2,450
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)

法人税、住民税及び事業税 597 504

法人税等調整額 △319 519

法人税等合計 278 1,023

少数株主損益調整前四半期純利益 3,394 1,426

少数株主利益 200 233

四半期純利益 3,194 1,192
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四半期連結包括利益計算書
第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 3,394 1,426

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 3 385

為替換算調整勘定 △15 △9

その他の包括利益合計 △12 375

四半期包括利益 3,382 1,802

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,181 1,568

少数株主に係る四半期包括利益 200 233
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該当事項はありません。 

  

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日) 

  

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

 
(注)１．セグメント利益の調整額△212百万円には、セグメント間取引消去88百万円、のれん償却額△118百万円及び無

形固定資産・制作勘定の調整額△１百万円、全社費用△180百万円が含まれております。なお、全社費用は、

主に報告セグメントに帰属しない持株会社に係る費用であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの資産に関する情報 

当第３四半期連結会計期間から、㈱テレビ東京、テレビ東京ブロードバンド㈱及び㈱ＢＳジャパン

による共同持株会社設立に伴い、「ＢＳ放送事業」「インターネット・モバイル事業」の２事業を報

告セグメントに追加したことにより、報告セグメントごとの資産が増加しております。 

 前連結会計年度末に比べて増加したセグメント資産の金額は「ＢＳ放送事業」が13,828百万円、

「インターネット・モバイル事業」が1,332百万円であります。 

  

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

当第３四半期連結会計期間から、㈱テレビ東京、テレビ東京ブロードバンド㈱及び㈱ＢＳジャパン

による共同持株会社設立に伴い、「ＢＳ放送事業」「インターネット・モバイル事業」の２事業を報

告セグメントに追加しております。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

【セグメント情報】

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

地上波放送
事業

放送周辺
事業

ＢＳ放送
事業

インターネ
ット・ 
モバイル 
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 62,515 15,034 1,642 531 79,724 ― 79,724

セグメント間の 
内部売上高又は振替高

6,318 9,850 72 59 16,301 △16,301 ―

計 68,834 24,885 1,715 591 96,026 △16,301 79,724

セグメント利益 991 1,787 242 39 3,061 △212 2,848
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４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

(固定資産に係る重要な減損損失) 

該当事項はありません。 

  

(のれんの金額の重要な変動) 

「インターネット・モバイル事業」セグメントにおいて、㈱テレビ東京、テレビ東京ブロードバン

ド㈱及び㈱ＢＳジャパンによる３社を完全子会社とする共同持株会社設立に伴い、テレビ東京ブロー

ドバンドを完全子会社とする過程において、のれんが発生いたしました。 

  なお該当事象によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間においては14億１千６百万円で

あります。 

  

(重要な負ののれん発生益) 

「ＢＳ放送事業」セグメントにおいて、㈱テレビ東京、テレビ東京ブロードバンド㈱及び㈱ＢＳジ

ャパンによる３社を完全子会社とする共同持株会社設立に伴い、㈱ＢＳジャパンを完全子会社とする

過程において、負ののれん発生益を特別利益に計上しております。 

 なお該当事象による負ののれん発生益の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては16億５千

４百万円であります。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日) 

  

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注)１．セグメント利益の調整額△341百万円には、セグメント間取引等消去96百万円、のれん償却額△260百万円及び

無形固定資産・制作勘定の調整額△９百万円、全社費用△168百万円が含まれております。なお、全社費用

は、主に報告セグメントに帰属しない持株会社に係る費用であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

地上波放送
事業

放送周辺
事業

ＢＳ放送
事業

インターネ
ット・ 
モバイル 
事業

計

売上高

外部顧客への売上高 60,445 14,495 5,475 1,293 81,710 ― 81,710

セグメント間の 
内部売上高又は振替高

6,381 10,129 224 262 16,998 △16,998 ―

計 66,826 24,625 5,700 1,556 98,708 △16,998 81,710

セグメント利益又は損
失（△）

△413 1,969 1,011 103 2,669 △341 2,328
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産にかかる重要な減損損失） 

「地上波放送事業」セグメントにおいて、地上波アナログテレビジョン放送を平成23年７月24日を

もって終了したため、これに関連する設備について減損損失を計上しております。 

 なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては103百万円であります。 

 また、「減損損失」は固定資産の減損損失であり、セグメント利益には含まれておりません。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象
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